
　

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
町
会
の
運
営
・
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
六
月

二
十
五
日
に
総
会
を
４
年
ぶ
り
の
対
面
に

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の

５
類
に
分
類
さ
れ
、
総
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
事
業
に
つ
い
て
感
染
対
策
を
取
り
な

が
ら
、
楽
し
く
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
に
入
っ
て
、
四

月
に
区
長
選
挙
、
区
議
会
選
挙
が
あ
り
、

五
月
に
は
、
十
一
日
〜
二
十
日
に
「
春
の

交
通
安
全
運
動
」、
二
十
一
日
に
「
す
み
だ

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
か

ら
百
年
の
年
を
迎
え
ま
す
が
、「
首
都
直
下

型
地
震
」
が
い
つ
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
頃
は
台

風
も
含
め
て
豪
雨
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
過
去
の
教
訓
を
学
び
、
防
災
意

識
を
高
め
て
、
個
々
人
が
で
き
る
備
え
を

一
つ
ず
つ
重
ね
て
、
十
分
注
意
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
九
日
に
隅
田
川
花
火
大
会
が

あ
り
ま
す
。
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て

多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
当
町
会
で
は
、
防
犯
、
環
境
美
化

の
観
点
に
よ
り
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
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第
九
十
七
号

令
和
五
年
六
月
三
十
日

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

花
火
実
行
委
員
会
に
協
力
す
る
こ
と
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
九
月
に
入
る
と
八
日
か

ら
十
日
に
か
け
て
、
氏
神
様
で
あ
る
飛
木

稲
荷
神
社
の
例
大
祭
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
神
幸
大
祭
で
鳳
輦
の
巡
行
が
あ
り
ま
し

た
が
、
お
神
輿
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
、
是
非
と
も
お
神
輿
を
出
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
特
殊
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
で
、

締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
六
月
に
本
所
防

犯
協
会
の
総
会
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
そ
の
際
に
警
察
署
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
件
数
は
、
昨
年

に
比
べ
て
減
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ま
だ
撲
滅
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
そ
う

で
す
。
身
内
に
成
り
す
ま
す
手
口
も
ま
だ

あ
る
ら
し
い
で
す
が
、
社
会
的
信
用
度
の

高
い
、
警
察
官
、
金
融
庁
、
銀
行
員
、
区

役
所
職
員
な
ど
に
成
り
す
ま
し
て
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
奪
い
取
っ
た
り
、
Ａ
Ｔ
М

で
振
り
込
ま
せ
た
り
す
る
な
ど
の
手
口
も

減
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
、「
本
所
警
察
」
の

名
前
を
出
し
て
い
い
で
す
よ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。「
そ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
所

警
察
の
警
察
官
に
立
ち
合
っ
て
も
ら
い
ま

す
。」、「
こ
ち
ら
で
、
本
所
警
察
に
確
認
し

て
か
ら
、
そ
ち
ら
に
電
話
を
か
け
な
お
し

ま
す
の
で
、
折
り
返
し
の
電
話
番
号
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
っ
た
対
応
で
す
。

対
応
し
た
後
、
相
手
に
対
す
る
脅
か
し
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
１
１
０
番
通
報
を
し

て
も
良
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
、
以
下
の
言
葉
が
入
っ
て
い

た
ら
間
違
い
な
く
詐
欺
で
す
の
で
、
警
察

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【

総

務

部

長

】

大
橋
　
祥
子
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真
夏
日
の
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し

よ
う
か
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
増

加
傾
向
に
な
り 

加
え
て
熱
中
症
に
も 

充

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
二
十
五
日
（
日
）
町
会
会
館
に
て 

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
総
会
を
も
っ
て
総
務
部

長
を
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
四
年
間
名
ば
か
り
で
何
も
役
に
立

た
ず
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。
お
世
話

に
な
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
人
手
不
足
の
為
、
掲
示･

回
覧･

配
布
等
は
今
ま
で
と
お
り
担
当
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
還
付
金
・
お
金
が
戻

る
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド・カ
ー
ド
」、「
暗

証
番
号
」
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
平
年
よ
り
暑
く
な
る
そ

う
で
す
。
熱
中
症
は
、
炎
天
下
に
い
る
時

だ
け
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
す
。
お
部
屋

の
中
で
も
熱
中
症
は
起
こ
り
え
ま
す
。
エ

ア
コ
ン
の
使
用
や
水
分
補
給
を
行
い
、
元

気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

大

井

仁

　

本
年
度
子
ど
も
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
大
井
で
す
。

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
に
１
名
の
１
年
生
を
お

迎
え
し
て
５
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

へ
移
行
と
な
り
、
学
校
行
事
も
徐
々
に
元

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

六
月
十
日
土
曜
日
に
は
、
全
学
年
で
の

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
４
年
ぶ
り
に
他
学
年
の
競

技
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
き
生
き

と
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

今
年
度
は
子
供
同
士
や
町
会
の
皆
様
と
交

流
が
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

町内の清掃活動を行う会員の方々

【

環

境

衛

生

部

】

大
井
　
旬
江

　

毎
年
恒
例
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
、
今
年
も
５
月
２
１
日
（
日
）
の
午
前

９
時
か
ら
１
時
間
ほ
ど
行
い
ま
し
た
。

　

初
夏
の
好
天
に
恵
ま
れ
て
多
く
の
町
会

員
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
、
道
端
の
雑
草

や
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
類
を
取
り
除
い
た
後

は
、
と
て
も
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
街
並
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ご
協
力
頂
き
、

大
変
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

押
仲
町
会
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
会
員

の
方
々
が
町
内
の
ゴ
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
空
き
缶
、
瓶
な
ど
ゴ
ミ
の
収
集
、
な

ら
び
に
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い
て
頂
き
ま

し
た
。

清掃活動を行った後、回収したゴミの成果

大井部長早朝からクリ
ンキャンペーンの陣頭
指揮お疲れ様でした



　

有
形
文
化
財
と
呼
ば
れ
る
撫な

で
牛
の
石
像

が
あ
り
ま
す
。
体
の
悪
い
所
と
同
じ
部
分
を

撫
で
る
と
病
気
が
治
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
登
録
有
形

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

石
造
り
神
牛
、
石
造
り
狛
犬
（
享
保

一
四
年
銘 

一
対
）、
同
（
文
政
一
〇
年
銘 

一
対
）、
力
石
群
、
烏
亭
焉
馬
「
い
そ
か

す
は
」
の
狂
歌
碑
、
石
造
り
鳥
居
、
社
殿
、

神
輿
蔵
、墨
堤
の
石
造
り
永
代
常
夜
灯
（
写

真
４
）
等
で
す
。

　

昭
和
七
年
の
遷
座
の
際
、
永
代
常
夜
灯

だ
け
は
移
さ
れ
ず
、
現
在
の
桜
橋
際
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
夜
灯
の
礎
石
部
に

は
「
本
所
総
鎮
守
」
の
銘
が
彫
刻
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
牛
嶋

神
社
の
氏
子
よ
り
奉
納
さ
れ
、
墨
堤
の
牛

嶋
神
社
入
口
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
常
夜

　
　

今
回
は
、
お
隣
の
町
会
の
氏
神
様
で

あ
る
「
牛
嶋
神
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

牛
嶋
神
社
（
写
真
１
）
の
御
祭
神
三
柱
は

　

須す
さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
（ 

注
１
）

　

天あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

之
穂
日
命
（
注
２
）

　

貞
さ
だ
と
き
し
ん
の
う
の
み
こ
と

辰
親
王
命
（
注
３
）　

　

神
社
の
縁
起
に
よ
る
と
、
貞
観
二
年

（
八
六
〇
）、
慈
覚
大
師
円
仁
（
注
４
）
が

こ
の
地
の
庵
で
、「
須
佐
之
男
命
を
こ
の

地
の
郷
土
守
護
神
と
す
る
よ
う
」
ご
神
託

を
得
て
牛
島
の
地
に
神
社
を
建
立
、
後
に

天
之
穂
日
命
を
ま
つ
り
、
つ
い
で
貞
辰
親

王
命
（
注
３
）
を
お
祀
り
し
「
王
子
権
現
」

と
称
し
ま
し
た
。

　

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
源
頼
朝
が
大

軍
を
率
い
て
当
地
に
赴
き
、
豪
雨
に
よ
る

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
時
、
武
将
千ち
ば
つ
ね
た
ね

葉
常
胤

が
祈
願
し
、
全
軍
が
無
事
に
川
を
渡
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
頼
朝
は
神
徳
を

尊
信
し
、
社
殿
を
建
立
す
る
と
共
に
、
多

く
の
神
領
を
寄
進
し
ま
し
た
。

　

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
後
奈
良
院
よ

り
「
牛
の
御
前
社
」
の
勅
号
を
賜
っ
た
と
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３
月
決
算
の
企
業
の
総
会
が
６
月
中
旬
か

ら
６
月
末
ま
で
続
く
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
は
６
月
２
１
日

に
株
主
総
会
を
行
っ
た
。
国
内
事
業
で
は
、

携
帯
電
話
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
Ｐ
Ａ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
無
料
通
信
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
各
種
情
報
サ
ー
ビ
ス
や
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通

販
の
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
タ
ウ
ン
、
プ
ロ
野
球
球
団
な

ど
馴
染
み
の
あ
る
企
業
を
持
つ
が
、
海
外
を

含
む
全
体
で
は
売
上
６
兆
５
千
億
円
、
保
有

株
式
は
約
１
６
兆
円
弱
の
巨
大
投
資
企
業
で

社
長
は
意
欲
満
々
。
株
価
も
上
昇
中
。

　

逆
に
６
月
２
６
日
に
株
主
総
会
を
開
い
た

東
京
電
力
は
、
福
島
原
発
事
故
の
後
始
末
と

い
う
重
い
十
字
架
を
今
後
数
十
年
も
背
負

い
、
苦
し
い
経
営
が
続
く
。
そ
し
て
原
発
事

故
以
来
、
株
価
は
長
期
低
迷
中
。

　

町
会
の
総
会
は
出
席
者
１
４
名
だ
っ
た

が
、
果
た
し
て
町
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
町
会

総
会
が
、
期
待
が
大
き
い
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に

見
え
た
の
か
、
期
待
が
持
て
な
い
東
京
電

力
に
見
え
た
の
か
、
と
て
も
気
に
掛
か
る
。

（
MS
）

灯
の
火
は
附
近
の
貴
重
な
明
か
り
に
も
利

用
さ
れ
、
設
置
以
来
、
墨
堤
を
代
表
す
る

風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
画
家
の

絵
に
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
描
か
れ
て

き
ま
し
た
。（
教
育
委
員
会
説
明
版
よ
り
）

　

牛
嶋
神
社
の
五
年
に
一
度
の
大
祭
は
、

今
回
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
年
延
期
し
、
今

年
の
九
月
に
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
大
祭

は
、
鳳
輦
（
牛
車
）
を
中
心
と
す
る
古
式

豊
か
な
行
列
が
氏
子
五
十
余
町
内
を
二
日

か
け
て
巡
行
し
安
泰
祈
願
を
行
い
ま
す
。

鳳
輦
は
、
本
所
二
丁
目
の
若
宮
公
園
内
に

あ
る
御
旅
所
に
一
泊
し
ま
す
。
こ
の
神
幸

祭
は
、
今
日
で
は
珍
し
く
黒
雄
の
和
牛
が

神
牛
と
な
り
鳳
輦
を
曳
き
ま
す
。
返
礼
の

町
神
輿
の
宮
入
れ
は
五
十
基
が
連
な
る
都

内
最
大
の
連
合
渡
御
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
鎮
座

千
百
年
祭
を
執
行
、
氏
子
五
十
余
町
牛
嶋

講
の
守
護
神
と
し
て
崇
敬
尊
信
を
あ
つ
め

て
い
ま
す
。

　

牛
嶋
神
社
境
内
に
は
、
撫
牛
を
含
め
牛

が
五
頭
居
ま
す
。
参
拝
の
折
に
是
非
探
し

て
み
て
下
さ
い
。

　
〈
注
〉

注
１ 

須
佐
之
男
命
は
天
照
大
神
の
弟
神

注
２ 

天
之
穂
日
命
は
天
照
大
神
の
第
五
神

注
３ 

貞
辰
親
王
命
は
清
和
天
皇
第
七
皇
子

注
４ 

慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四-

八
六
四
）、「
慈

覚
大
師
」
は
円
仁
の
諡し
ご
う号
（
死
後
贈
ら
れ
る
尊
称
）。

最
澄
が
開
い
た
天
台
宗
の
礎
を
確
立
、
仁
寿
四
年

（
八
五
四
）
三
世
座
主
。
目
黒
不
動
龍
泉
寺
（
東
京

目
黒
）・
立
石
寺
（
山
形
市
）・
瑞
巌
寺
（
宮
城
県
松

島
町
）・
如
意
輪
寺
（
墨
田
区
吾
嬬
橋
）
等
を
開
山
、 

待
乳
山
聖
天
（
台
東
区
）・
浅
草
寺
（
台
東
区
）・
中

尊
寺
（
岩
手
県
平
泉
町
）・大
慈
寺
（
栃
木
県
岩
舟
町
）

等
の
中
興
の
祖
。
関
東
・
東
北
に
五
〇
〇
を
超
え
る

社
寺
の
開
山
・
再
興
に
尽
力
。
貞
観
八
年
（
八
六
六
）

円
仁
は
没
二
年
後
に
「
慈
覚
大
師
」
の
諡
号
を
、
宗

祖
最
澄
は
「
伝
教
大
師
」
の
諡
号
を
、
二
人
同
時
に

日
本
で
初
め
て
清
和
天
皇
よ
り
贈
ら
れ
た
。

現
在
は
原
寸

大
の
復
元
パ

ネ
ル（
写
真
２
）

が
社
殿
内
に

掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

絵
は
、
命み

こ
とが
悪

病
を
も
た
ら

す
厄
神
に
悪

事
を
働
か
な

い
様
、
証
文
を

書
か
せ
て
い

る
場
面
で
す
。

平
成
二
八
年

（
二
〇
一
六
）

に
色
彩
の
推

定
復
元
さ
れ

た
絵
が
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。（
説
明
板
よ
り
）

社
殿
前
に
「
三

つ
鳥
居
」（
写

真
３
）
と
呼
ば

れ
る
大
変
珍
し

い
鳥
居
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は

ご
祭
神
が
三
柱

で
あ
る
こ
と
に

由
来
す
る
そ
う

で
す
。
同
様
の

三
つ
鳥
居
は
奈

良
県
桜
井
市

に
あ
る
日
本

最
古
の
神
社
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

「
大お
お
み
わ神
神
社
」
に
も
あ
り
ま
す
。

写真 2

写真 3

写真 4

写真 1

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
鬼
門
を
お
守
り
す
る
社

と
し
て
将
軍
家
の
尊
崇
厚
く
、
三
代
将
軍

家
光
は
祭
礼
神
輿
渡
御
の
御た
び
し
ょ

旅
所
、
現
在

の
本
所
二
丁
目
の
お
仮か
り
や宮
の
土
地
を
寄
進

し
ま
し
た
。

　

隅
田
川
に
沿
う
旧
本
所
一
帯
の
土
地

を
「
牛
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
本
所
総
鎮
守
と
し
て
明
治
初
年
か
ら

は
「
牛
嶋
神
社
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
ま
で
は
、
五
〇
〇
ｍ
ほ
ど

北
に
あ
る
弘
福
寺
裏
に
隣
接
し
た
地
に
あ

り
ま
し
た
（
こ
の
地
に
旧
址
の
石
碑
が
設

置
さ
れ
て
い
る
）。
震
災
に
よ
り
お
社
が

焼
失
、
墨
堤
の
拡
幅
も
あ
り
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
現
在
地
に
遷
座
し
ま
し
た
。

　

神
社
に
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

に
奉
納
さ
れ
た
葛
飾
北
斎
作
の
大
絵
馬

「
須
佐
之
男
命
厄
神
退
治
之
図
」
が
あ
り

ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼
失
し

ま
し
た
。

町内の清掃活動を行う会員の方々


